
 

 令和５年度 姫路市予算のポイント  
1 予算の特徴   

・全会計を合わせた予算規模は過去第 5位、うち一般会計は過去第 2位 

・一般会計における経常的経費は、前年度比 12億円増の 1,947億円で過去最大 

・うち義務的経費は前年度比 2億円減の 1,187億円、うち扶助費は過去最大を更新 

・投資的経費は、公営住宅や姫路球場ナイター設備、東消防署の移転整備等により、 

前年度比 48億円増の 291億円（令和 4年度 2月補正予算等を加えると 348億円） 

・収支不足は 34億円で前年度より 1億円の増 

 

2 重点取組 

① 少子化対策・子ども支援 

「みらいえ」の開設、産婦健康診査費の助成、こども医療費助成制度の拡充 等 

② デジタル化 

姫路版スマートシティの推進、スマート窓口の導入、「ひめパス」の機能充実 等 

③ グリーン化 

脱炭素先行地域の推進、事業者向け省エネ設備の導入促進、EVの導入 等 

④ 魅力あるまちづくり 

姫路城世界遺産登録 30周年記念事業の推進、大手前通りのイルミネーション 等 

  

3 予算規模 

全会計合計 

3,909億円 （＋34億円、＋0.9％）・・・過去 5番目（最大＝②4,042億円） 

◆一般会計 

 2,238億円 （＋60億円、＋2.8％）・・・過去 2番目（最大＝②2,335億円） 

◆特別会計（7会計） 

 1,099億円 （△10億円、△0.9％） 

◆企業会計（3会計） 

 572億円 （△16億円、△2.7％） 

 

4 一般会計の概要 

【歳入】 

市税 

996億円（＋26億円、＋2.7％） 新規設備投資の増に伴う固定資産税の増等 

地方消費税交付金 

133億円（＋7億円、＋5.6％） 消費の持ち直しによる増 

地方交付税 

108億円(＋3億円、＋2.9％） 臨時財政対策債と合わせると 138億円(△24億円、△14.8％）  

国庫支出金 

415億円（＋13億円、＋3.4％） デジタル及び新型コロナウイルス感染症対応補助金の増 

市債 

 185億円（△4億円、△2.3％） 臨時財政対策債の減 



【歳出】 

経常的経費 1,947億円 （＋12億円、＋0.6％）、87.0％（△1.8ポイント） 

うち義務的経費 1,187億円（△2億円、△0.2％）、53.0％（△1.6ポイント） 

 人件費 379億円 （＋0億円、＋0.0％） 

 扶助費  582億円 （＋7億円、＋1.1％） 

 公債費  226億円 （△9億円、△3.9％） 

投資的経費 291億円 （＋48億円、＋19.5％）、13.0％（＋1.8ポイント） 

 補助事業費 112億円 （＋23億円、＋25.4％） 

 単独事業費 179億円 （＋25億円、＋16.2％） 

令和 4年度 2月補正予算等と合わせると 348億円（＋46億円、＋15.0％） 

 

5 特別会計、企業会計の概要 

卸売市場事業  17億円 （＋1億円、＋3.4％） 

国民健康保険事業  521億円 （△18億円、△3.4％） 

介護保険事業  463億円 （△1億円、△0.2％） 

後期高齢者医療事業  89億円 （＋5億円、＋6.0％） 
 

水道事業  189億円 （＋6億円、＋3.5％） 

都市開発整備事業  1億円 （△2億円、△65.6％） 

下水道事業  382億円 （△20億円、△5.0％） 

 

6 基金、市債残高（令和 5年度末見込） 

基金 632億円（△47億円、△6.9％） 

財政調整基金           112億円 （△33億円、△23.2％） 

21世紀都市創造基金     157億円 （△2億円、△1.4％） 

財政健全化調整基金      82億円 （△4億円、△5.5％） 
 

市債 3,160億円（△63億円、△2.0％） 

一般会計  1,964億円 （△32億円、△1.6％） 

    臨時財政対策債       851億円 （△44億円、△4.9％） 

特別会計          119億円 （△2億円、△2.2％） 

企業会計  1,077億円 （△29億円、△2.6％） 

 

7 行財政改革への取り組み  

自律的事業点検の実施による既存事務事業の廃止及び見直しを実施 
 

インセンティブ予算（25件） 

対象節減額 92百万円 → 新規事業への活用 86百万円 

 

8 国補正予算への対応 

国の経済対策に対応し、学校、公園整備等の投資事業について、令和 4年度 2月補正予

算等と一体的に編成 
 

   投資的経費 57億円 学校、公園、住宅、道路整備 等 


